
戴Ⅰの主J血h・
H
m血
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樹
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生
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究
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膿
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私
邸
ヰ
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保
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第
一
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序
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物
生
理
革
に
於
て
研
究
す
る
事
項
は
多
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多
様
で
あ
り
ま
す
が
貞
義
な
る
項
目
は
螢
養
、
生
畢
生
残
、
刺
職

に
封
す
る
反
嘩
此
四
つ
で
あ
り
ま
す
。
是
等
の
生
理
畢
的
に
研
究
す
べ
き
諸
事
項
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桑
樹
の
栽
培
に
常
つ
て

も
非
常
に
必
嬰
な
の
で
あ
り
ま
す
。
今
井
必
要
な
る
所
以
を
説
明
致
し
ま
す
と
、

第
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桑

の

会

理

的

栽

培

の

鰯

め

桑
の
合
理
的
栽
培
を
残
す
に
生
埋
拳
は
非
常
に
肝
要
で
あ
る
。
即
ち
桑
の
植
付
、
仕
立
、
肥
培
、
管
輿
収
穫
等
級

て
の
事
項
に
亙
っ
て
・
枯
物
生
理
層
の
知
識
が
な
け
れ
ば
之
藍
邦
会
に
行
ひ
、
叉
桑
園
車
改
良
す
る
と
云
ふ
こ
と

は
困
難
な
の
で
あ
り
ま
す
。
樅
っ
て
桑
樹
の
栽
培
を
売
金
に
合
理
的
に
為
す
馬
に
、
此
生
理
の
方
面
か
ら
研
究

を
進
め
て
行
く
と
云
ふ
こ
と
が
政
も
大
切
で
あ
り
ま
す
。
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集演講學科練鍛

　躬摘帰理を依　を…Kがはつ
今つ探さ墨しつ桑増ふあ耐てそ
萎てする的なでのさ關り病非れ’
縮共れS研け起萎せ係ま性常か
病結ぱも究れる縮るカミすがにら
の果同のはばも病心あ　゜弱左第
獲遽化で必な：のは掛り帥い右二
生に作あ要らで他けまちのさに
をi萎用りでぬあのがす丈でれは
鴛欝蛮齢鍵馨舞奮歪擁薯薯
的を來桑まふすとで』さまの關關
に嚢なのすご゜違あ方へすで係　x．A
考すい螢がとそひりに育かあで病
入るか養特はれまま於てらりあ害
てとら上に當でしすてs薬まり　開

　　　　　　　　　　　　1すごに必於～二ら類　 理ぱ培強がζと螢要てと庇の　學㎡す健iit｝
昔に養な其で萎寄　　の病るな病
のなが同必あ縮生　方性に作性
まる褻化要り病に　かが當物郎
だかへ作をまを依　 ら増っはち
獄ら灸用認す豫つ　研して耐病
業で而をめ゜防て　究でも病氣
のあし爲る一一す起　を色成性に
余りてすの般るる　i薩．々るが封
りま葉所嘆作にも　めなべ強す
獲すをの元物はの　て病くいる　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　1

蓮　多器來に是で　桑害桑そ抵
し　く官桑於非は　をにをれ抗
な　探ではき生な　健罹健に力
い　 れあ≡其ま理く　 全ら全謝は
頃　ぱつ葉し墜生　にぬにし作
に　探てをての理　育や養て物
於　る之探も方的　 てう成虚の　　　　　して　程をる無面の　 Sにす甥健
慎　桑濫爲論の障　耐なるな否
萎　樹りに此研害　病る必作に
縮　カミに栽生究に　性と要物依

～m－；一一



究研的學理鐙の樹桑

　　　要し大地業ま考治大め居に病そ・　　　な薬切方が　し究二獲るつ於な
れ　　　の園な程盛てす＋生結た質ど
か　　 でをる萎んもる九致果の夏はら　　 あ完葉縮に萎こ年し萎で秋殆
第　　 り全を病な縮とでま縮あ慧ど
三　　まに濫がる病にあし病り飼無
に　　すし探多にはなりてはま育く、
は　　 ゜てすい從螺っま迎非すが誰
葉　第　 大るとひ業たしも常力1急も
質　留　　い結云萎ののた共に夏に之
關　一　　に果ふ縮焚でカミま猫秋勃を
讐葉墓舞叢禁毬曹藷む蓼禦讐葦
あ　質　 をなに多たま病は極勃たし
b　關　 上らなく地す調獄は興しな
ま係　げなつな方゜査業酸しまか
するいてり程其所の明てしつ゜　　　と゜居交多當を登治か質充
從　　　　　　　　　云　　さ　る　地　v・　時　設　淫　こ二　ら　今　の

來　　　ふう゜方とのけが＋夏迄で
葉　　　目云そ的云調て畳五もはあ
質　　　 的ふれにふ査根束六秋春り
に　　　 の課は見現に本な年もだま
付　　　 爲で前ま象依的い頃葉けすて　　　 にあにすをりにとにを葉゜
は　　　はり申れ呈ま萎云は探を所
化　　　桑ま上嘆しし縮ふ殆る探が
學　、　　樹しげ日てて病のどとっ我
者　　　のてま本居もので日云て國
の　　　生」・Eし全ま叉病盤木ふ夏に
方『　　　理忌た國す其理商企具の於
か　　　墨む通に゜後を務國合聞て
ら　　　的べり於Ellの研省到ではは
　　　　　　N研．　　研き桑でち調究にる断桑明
究　　．　究萎の養時査k於所えを治さ　　　1　　　が　縮　生　獄　代　に　其　き　に　す　．休　二

れ　　　 大病育の的依救ま萎桑養十
て　　　 いを上盛につ濟し縮をさ年
居に撲最んはて法π病虐せ前り　　　必滅もな慧見を明がぢで後
＿一＿
P73　－一



集演講黒科縣駕

思し方法課從すな風　 りは選けかまはく面のか事゜いに近ま後めでと’し
れ悪か爲とし部東所來すでては云た
る壁らめ考てち北謂夏゜論行どふ゜
のし考でへ居養地翻秋　明かうや帥
でたへあてる簸方業籐　致なしうち
あとら灸見ののとの違　 しけてな葉
りはれ或まtc盛か先作　まれも化を
ま思てはす其ん或進聞　すぱ葉學分
％は居又ζ結なは地題　カミ其質的析
　れり微是果土鹿にが　矢實の成し
父なe生には地兇於随　　張際木分て
飼匝す物は全で島て分　 りの當に蛋育寧カミの色くは縣逮’喧　 植鐸の付白
法ろ熟方k期養と獄し　物相解て質
に段々のの待鑓かがい　　生を繹研が
付R考關設をのあ非操　理明が究ど
き改へ係を裏技S常に　皐かつしの
ま良てでな切術云に鎧　　のにかて位
しさ見あすっにふ多業　方すな奨あ
てれま盈人て開所いの　かるb質る
5．薫す或が居しにの盛　 らと様をか
昔強にはあるて於でん　もとで云歳．
か健澱異P｝と大てあな　　研があ・kは
らに種常ま去い却り長　 究困りし炭
絶叉な氣すふにっま野　　を難まて水
え其ど候゜始研てす縣　進です居化
t・のはの或末究逮゜を　めあ　゜つ合
改品今爲はでL；黛之初　てら矢た物
良質日め獄あ叉がに1め　 行う張のが
さもので種り非少反愛　かとbでど
れ良もあのま常いし知　 な思他あの
てくのる爲すのとて縣　けはのり位
居ながとめ゜勲云養或　れれ方ま汐こ
1つ昔云でそ心ふ鑑は　ばま面す分
まてよふあれを歌の幅　なすかが淋
し居り風夜は以態鹸島　ら゜ら併ど
！る却に或どてでり縣　ぬ是もしの
決もつ色はう飼あ盛と　のに研そ位
しの℃々飼云育bん云　で就究れあ
てと署の育ふにまでふ　あてをだる

一一
X74　．一＿



究研的學理生の樹桑

でまや私一一・てて叉るらう違なす海菅
あしうが寸竣特異゜考し簾んる場よ
りてで桑可近に常叉へてがかや合り
まもはの笑に頻氣湘ても非のうに飼
すぶあ方し至繁候毒見飼常L如にに育
゜簡りをなりにと法ま育に二きな其法
然輩まやこ特起云な・し方多はつ結が
るにすつとにるふどて面い皆掩果下
に巾けてで異様こは覧の゜當もは墾
桑上れ居あ常にと近昔鉄殊業の悪に
にげどるり氣なに來に陥に者といな
就たもかま候つ非釜較の最が思のつ
て通併らすがた常kべみ近非ふはた
’ばりし…琵゜俄のに完てと数常の當と
先昔私田さかで重全悪は年にで然云
刻には引うにぱきに性考間熱あでふ
申較さ水し獄なを行のへに心りあ事
上べう的て作く置は徴ら於でまりは
　　　　　　）げて云に見に昔いる生れてあすまな
ま別ふ葉る大かてS物な未り゜すい
しに考質と影ら読やがい曾まそカ1課
沁悪へが残響始くう急こ有しれ併で
通攣で最りを絡入ににとの質にしあ
り退はもの及年もな多s滲飼も多庵
萎化な重問ぼにあつく思状育拘く
縮しいき題す依りてなはをのらの無
病た゜をはやつま居つれ呈技す場論
の様他爲桑うでするたまし術違合粗
爽なのすのに攣けでとすてな作昔放
生事方も葉な化れは云゜居どはよ育
は柄面の質つあどあふそるも非りな
蒔ををでのたる翫り風れの褒常はど
代認色あ貼と事異まなか、で達に非を
的め々るで云は常せこらあし多常や
にるすとあふ勿氣んと微りて橋につ
見事つ器！や論候かも生ま居　注て
まがとふまうでは゜な物し，る殊意齪1
す出考風すなあ最そいのてににし暴
れ來へに゜こり近れ課方是拘長てに
ぱぬて冒是とま　にかで面　はら’野飼飼
養の見ふははし於らあかどす縣育つ
一一 P75・一



集演講學科練翻

こ　決のに葉慮を蘇あ思兎で多萎難
とそ定關も質す閑のりふにあい縮が
のれ致係解のる却螢ま゜角りの病盛
　　　も必でし或決問事し養す萎萎まではん
要以まはが題はてに゜縮縮すあ少に
な上し其つは無宜合そ病病゜るなな
ご述て他か中論し致れのの繰゜くれ　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 セ

とべそ種な々必いすで出出返帥之ば
がたれ々い難要とるどるるしちにな大やをの゜しで云やうややて萎反る
艦う作方先いすふうしうう言縮し程
おにる面刻゜が課なてななぴ病て萎
　　　　　　も判桑やかも從興で良も桑桑まの盛縮
かのうら申來外は桑識で園す機、ん病
り　　…藥1　に　　研　　」土　　イヒ　　特　　な　　を　　作　　食司　　力1　カ：　　生　　にニ　　カミ

の質努究げ學にい生の育ら逮は養多こ　問　力．し　ま　者　注　　゜　産　安　し　葉　獄　タミ　慧　く

と題してしの意獄し定てをは張をな　　　ヤS鰹な如光方し種なをそ探慧りやる
思決け何やでて飼け保れつ業今り゜
ひのれなう御頂育れっでてのの盛叉
ま爲ぱるに研き法ぱに完飼隆違ん地　　　　ロ　　　　　　　　　　　　｝

すにな葉今究fe溜なは全育盛羅に方
゜もら質後にb潔ら桑のすにの桑的
　植ぬがはなの法ぬ園結る俘關のに
　物と最桑っは或との果のつ係葉見
　の思ものて此は思方をでてとをま
　生ふ獄生居葉異ふ面得は増同探す
　理のに理り質常のかや違しじると　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　

　

　學で適的まの氣でらう鎧萎や塵養
　的あす方L間候あ研とを縮うに鑓
　方Plる面た題等り究思す病な於の
　面まかかがで総ましふるも趨てま　　　　　も　かすとらそあてすてのの矢勢はだ　　o　＿　　　　　　　　　　　 o　　セ　ら　x研れりの　もはが張を萎幼
　桑　ふ究だま方無つ抑寧り示縮稚
　を　こしけす面論と々ろ同し病な　　　　ム　　　　o　研　と叉で　 を他充闇當じては虞
　究　を飼は所充の實維然で居非に
　す　先育どが分方しぴだある常於
　る　づ法う此考面たでとるのにて

一＿
P76　＿一一



究研的學難生の樹染

てのを　　　　 瞼　　　　　 後と
胚薄申此　　　　し是大1　　　の致今
子いし震　　　 た等趨第第第研し日
が軟上に　　　のの此三ニー究まお
入かげ圃　　　で實三’”にし話
ついま解　　　あ験つ葉桑桑侯て致
濤罎L’身箋s，籍暴讐星憲2享曇
るがば置　t・mmUt　す，今項水長子とれす
゜種番き　章　　゜年に分と及S程こ
胚皮外ま　　　　行付　 貯共致研と
孟芋鯉髪桑　婁忌馨奪暴宅纂
す゜あ様の　もく分に需Xの

方内硬一及　校設　生今せ的に部い岡　蛭　　生明　　理日ぬ研・
需涯聲象甕　蟹匙　鵠藷tl塞
し胚之桑　芽　　 敏う　　研致唯全
齢購綻に　舞患　究暴発馨
針入ec－T一　關　　主ひ　　　すのは
1伏っとの　す　　　とま　　　大一な

しりま面　生　　今　　　　項だ迎
てますで理　村　　目けも
り゜其り　　　　 郷　　　　 學申間
まPtのま　　　　　君　1、　　げ上も
し胚内す　　　　 の　　 ・　てげあ
て乳側が　　　　助　　　　見るby
輿のに晃　　　　　け　　　　　まだま
先中あつ　　　　を　　　　すけせ
きにり其　　　　 借　　　　 へでぬ
の埋まの　　　　り　　　　　後セ
方波す構　　　　 で　　　　　 は叉
はし所輩　　　　　實　　　　　　今私

＿177一



集演講學科継獄

圖　一nye　第

化愛の分養藏貯と芽焚の子種桑

繕騒　　　　　　　．＿．、　　一

藁＿ほ響鍔謝鴨；：急藩ワ

8．7．6．5．　4，　 3．　　2．1．

りのζ申る部部殻も育り訟かてる二
ま主桑の談iに分なのしまふら居゜枚
すなの貯で胚でどでてす部元る其の
゜も種藏す子あは腔次゜分の部次子
其の子養゜がり、元乳の胚か所分の葉
外はの分次寄其來と世子らがが一に
に脂鯨をに生母母か代は威幼胚本分
澱肪藏見種し膿膿種に後っ根軸にれ
概で養ま子てのの輿なにて斯ぞなて
蛋あ分すの居一一種る獲居ふれつ居

一一＿ P78　一



究研的邸理生の樹桑

てしの種る色　 そ中い藏ζ水一種1白
播ま種箆゜に次れ馬゜澱丁は様子質
くす子麻兎なIcに鈴因粉度沃にの等
浮場は子にり蛋較薯み粒ビ度分断も
く合澱な角ま白ぺのreは1一布面あ
やに粉ど桑す質ても普非ルグ正《にり
うは種Sの゜の1の通常見ラ可かま
な姫子同鍾桑顯糠∫なのにた屯成けtb
軽水で檬子の微かどバ小い沃りて
い選あでは種鏡らはクさな度大見脂
籾をるあ最子化1甚テく色IJRき’ま肪
は行゜りもで墨至面だリーｭに里なすの
質ふ澱ま脂は的位大ア早なを球ζ塗
が゜粉す肪蚤橡しきは均りQに脂杢
悪之種゜分白査かく早直ま五な肪を
いは子種に質をな直均径2グっはし
か種は子富はしいas長がそラて赤ま
ら子比のん胚まの一さQれへ居くす
棄を重比で子すで○が九を水り染に
て或が重居のにあ〇ニミかをままは
る濃大はる中はり乃ミクけ一％1）、，
°度な魯のにミ’ ﾜ至ク・ま○　まEl，
斯のる桑でも・す二Pンす○そ需B

場中いでし巾藥　クーりはさ澱はア
合に゜はてにを　・ミま藍う粉種ル
に入を一所も用　ンクす色云は子コ
於れれ6謂殆ぴ　で・かにふ沃の1ててで五脂どま　すンらな割度胚ル
は乏稻位肪全す　か位バリ合水孚L巴

一．．．．．．＿ P79　一



集演講離科縣難

矢るま種ち胚に様．はkし　はなるて張゜ P殻ま軸集に大7kまそ當りと厩
り即　をす「のっ撰抵をすれをま云肪
根ち此破゜所てが四吸とか得すふは．
の脂頃つ蛋に居る孟牧棊らな゜こ比
先肪見て白はる併Hしの次いそと重
きがま胚質脂゜し位て種にこれはが
に攣す子は肪更胚で膨子此とだ出一
は化とが根がに乳此脹を種でか來よ
澱し脂大の無Elの歌致ぺ子あらな｝」
粉で肪部生くが方態しトのり桑V｝も
が段ぱ分長な経はにまリ中まの゜小
多々子外黙りち殆なす1のす腫脂で量細葉へのままどる　゜皿貯゜子肪あ
に胞の現所すす元゜第の藏　 ををる
あ梅申はに゜と通此一中養　蒔澤か
り成にれ特其幼り時圖に分　 く山ら
まの入るに代根で期3吸が　場含稻1資つ゜澤りがあにが取其　合め萎
　料てそ山根種る於種紙磯　 にるの
ぞに居れあ先殻゜ま子を芽　稻帥場
れ費り迄bきをそまの敷と　なち合
かさまにまの破れし膨い共　 ど貯と
られす胚す所つかて脹てに　 に藏は
大てカ1子゜へでらはし求ど　適養異
抵行胚はそ澱外澱胚たをう　用分り
三く軸胚れ粉に粉子有含云　 さにbL），
週事の乳か粒現はの様まふ　 る富重
闇が所をらがは胚申でせ蔓i　Sめの
位判や殆更非れ子のあ其化　盤る大
経）i幼どに常ゑの脂！1）上を　水もな
つま根全冊に第幼肪まに爲　選のる．
主需の部が澤一根球し蒔す　のはも
一　　所吸経山圖のがていか　　如却の
枚此に牧ち禺4先溶天てを　　きっが
の時はしま來翼端解月置簡　方て良
子期杢i虚すた頃にし頃き箪　 法比い
葉にくしζのに特てのまに　を重種
が於無て今がなに全室す設　行が子
左てく了度同る多髄温と明　ふ輕で
右もなひeは立と1量一で凌致　のくあ

一180　一



究研的學珊生の樹桑

繁　　圓ご第　　緑麗隔
孟　（・徽クツメネ）　縣蕪9

す　　　　　　 B　A　　あでのに期
゜　　 4。　3．2．　1．粉根　　りあや入を
是　鎌饗難副饗　　まりうつ甲
に　　も縦　から置の其組　　すまに℃折
3　の釜蒼無鑑　遜鷹毒
渠　華童の塁韓　脈雛翁
メ　　　告　も　　常　澱　　の跡を粉れ
ツ　　　　　　　　　　　糸作班藁醤もと
ク根居に縁根に特のにて管澱ん澤tn

aにの在がはすがの根がに無をまり
雲馨恕t蕎募窒孟塵讐釜警島窒％晃

一一 P8巨一一



集演講i禦科縣獄

面　嶺で　こる壌はへのな下衡云ふ
は次ふあさとと致三伸位り底i器ふ人
此に感りうは身し傘び遣疲の管のが
虎子蝿ま云出膿ま規るに粉所のはス
に葉をすふ來のす管檬復粒に働均ク
現に螢゜諜な均れとにすは集ぎ衡ト
は就む是でい衡ぱ云なる今つを器リ
しいやは植のが我ふるや度て爲管ッ
ててうネ物で取々も゜う細其す設ス
あ少にメのあれはの帥に胞部とと屯
りし思ツ根りな置ヵミち根の分云でrt
まくはクのまい直あ根の側のふもり
墓里鷲秀論一！l奮峯畠躍警要羅馨馨6

第げのス部　満勢しあを璽質あま舜
一までタに　足をてる愛迫にるぜ自
岡すあトあ　に保身澱へす燧゜う臣
且ζリリる　飛つ燈粉るる力即か冨
柵此ま　・澱　　べこの粒゜°をち蓬8
歌子需5粉　なと婁はEPさ及根は毫
羅荏穿醤％笛碧馨と享餐霊鋸養
と普　 り働　唯來均向且るま直の表
海遇　 1き　突な衡地横とすの細し
綿の　　のは　遽いを性た細゜位胞で
組葉　概よ　す゜司をへ胞所置中居
織と　略く　る叉る司らのがににり
とは　 で動　 だ鳩もるれ原今ああま圏
の籐　あ物　けなのもた形根るりす
匪程　 るの　でんでのも質を場ま、°
別趣　 力1均　あかあでのは横合すス
がが　桑衡　っはるあが之たに所タ
判逮　の器　て三゜る霧をへはのト
然つ　 場管　 う牟若゜び感ま澱澱リ
して　合と　ま規し我垂じす粉粉ッ
て居　　に類　　く管三々直てと粒粒ス
居St　於似　　身を・liのの交細はがfe
らし　てし　腿壌規耳方元胞各一オ
な”Z．　翫陀　 をは管の向のが細種リい共　 さ恐　操さを中に通横胞の1°断　うの　るれ破に下りにの均と

一一 u82＿



究研的學理生の樹桑

長まあり姉後をか生貰の在果山なさ
さすり姪妹は人らしつ時し出にいう
せと働分ゐ孚L間吸また代℃來存のし
るゴきのや離にぴす脂に居た在でて
と分も養うれ讐上が肪移る澱しあ細
云で十分なしふげ本をるこ粉まり胞
ふ盛分を關たれら葉使中とがすま間具んで邊係子ばれはつ賜で多9すwa
合にはつを供申た子でのあ最そtOt｝が
に養なて有の析無葉生時りにれ子，甚
何分い第つ．檬の機と長期ま含か葉だ
れをか二でな時養異すですまらに勘
の作らの居も代分りるあ゜れ上於な
葉つ暫葉まのはを金とり兎て厩て橋
もてくをしで母同く云まに居のは
網第第生てあ親化脂ふし角り細多そ
互三一長第りの致肪課環甲ま胞量れ
扶ののさ一まおしをで一折す中のか助葉ncせのす孚L　e含あ方の゜va脂ら
とをのる葉゜をしまりに時尚は襲桑
需生養゜がそ吸℃なま於代注葉がの
ひ長分第出れつ百いすでに意緑入普
まさを二まかて螢゜°は於す粒つ通
廿せ貰のすら居自共そ同でべがての
うるつ葉と本る活組れ化はき澤居葉
か゜ての其葉赤す織か作今こ山灸に
幼そ生若葉が坊る中ら用迄とあ殊於
少れ長いが次でのva此をのはりにて
のかす時自々あでは二螢寄表ま下は
もらる分螢とるあ葉枚み生皮し暦其
の第がは自出゜’り緑の栖k細での細
を三ぞま活ま而ま粒子方活胞其細胞
助のれだしすしすが葉にかの中胞中
け葉が其てがて゜存の於ら中に申にて　は・叉　構　多　　ぞ　本　　そ　在　聞　　て　逃　　に　・は　に　脂

段第完造量れ葉れしかはれも同は肪
k四全がのはがでてら親質・澱化脂を
生のに不養五出す居本の自粉作肪全
讐輩讐窒婁覧盃な望蒙家嘗禦碧禁k．
し生しで作弟ら之棋磯ら活存結澤ま
＿亙9，3－一・



集1寅言緯學科綜獄

にの於場絡歩％出bす二を張　◇て
上場て合つ合でなま゜五一り次議行
り、合はにてがあいす湿度組ぺに芽く
そに四は居非り゜°度ごとト桑＆こ
れは日矢り常ま一その七しりの温と
か矢目張まにす六れ調査容1種度悟
ら張かりす少゜日に節度組皿子　も
三りら五がbそ目依は藍四のの　兄
亭四嚢日プミ゜れにb恒OO申嚢　 が

五日芽目日そか至ま温度○に芽　弟
度同をか圓れらつす器三i粒吸と　を
のか始らにか二てとを二に取温　い
場らめ嚢於ら〇四吏用査就紙度　 た

合機質芽てこ二度皿表ひ度hをと　は
に芽六を二二でののまぎて敷の　　り
はを日始Q孟は中如し五早き關　妬
矢始目め五度九でくた度均ま係　が
張めにて％に日僅一・°三iをしに　 妹
りて於六と於目に七而七取て就　 を

同一て日云てに一度し去つ震て慈
じ臼最目ふはQ粒のて廉7eを私　し
やは大に最五五の場毎四のぞ共　 む

うや嚢最大日％種合日○でれの　や
でく芽大磯屓一子に一度あに實　 う

あ五数の芽か○がは回とb含験　な
り日二機鍛ら日磯一取云ままし　關
ま目：芽を護目芽日出ふすせた　係．
すにこ歩示芽にし二し具がて所　 を

カ1最五合しを一た日て合漉種を　保
前大％二て始％從三見に度子te　つ
者畿を丁屠めとつ日て階はを話　　て
よ芽示五り夙云てi嚢段一一致　居
り数し％まさふ其i芽的七〇し　る
はがたをすう割焚i数に度Oまの幾現゜示゜し合芽aをしご粒す　で
らは其し…次でで歩経調た○宛が　 あ

かれ次二に一矢合っべの度蒔趾　 り

進ての一tiニー張はてたで二1い試　 ま

ん二三五五日り○ものあこて験　す
で六〇度度目獲土中でり孟画は　

゜

居％慶にのに芽五kあま輿皿矢
＿184－一



．究研的學理生の樹桑

度すはる
につ却三
なとつ五
り逓て度
まれ一の
すて日場
　もと六遅合b

最日れに
・早目まは
・何かし最
もらても
濃漸六早
芽く曰く
し獲目三
な芽に日
1、いをな目
゜始つか
・是姿てら
は最居磯
飴大り芽
　　ぬり磯典を
漁芽数飴
度ははめ
が十一・て
高一三居
過日％り
ぎ国そま
るにれす
爲なかカミ
でっら其
すて三最
゜居七大
斯り五磯
うま度芽
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集演講畢科縣濃，

も加が　　　　　明ひ關芽低つ○所あ
の里必今　　　 をま係すいて塵がり
で其要慶　　　 略す許る場獲三焚ま
あ外では　　　 しtht｝りけ合芽：芽し
つ石あ第　　　 まそでれにの五数て
て友リニ　　　 すれなどは適度の婁’N　　　　　　　　　　　　　　　　o

藻嘉享編讐　競直養撃饗肇壽竃
化マカ1題　za　　て々芽が二でをに
合グ桑に　章　　 は他総逓ヤは見磯
物ネの入　　　　以の轍れ五稜ま芽

例とらしの　蓑がつ共近数其め
禁畿覆纂生　髪曽棊暴霧糞磐を
らはすの　長　　eまる芽るk多と
吸燐る生　と　　としの歩と六いの

な等分藏養　』物ま少と％㌻い
し弩繍馨分　盆霧兎玄翁杢蚕窪
根なての　　　　　塵無de°断土のゴ
かも無關　　　　で其桑又が五時五
らの機係　　　　お他の是つ％で度
吸が養を　　　　話種種よき・と七ゴ』
牧あ分違　　　　 すk子りま云二二
す）tでべ　　　　るののもすふ五五
るまあま　　　　と魔畿温゜風％鹿
もすりす　　　　時理芽度而にぞ三そ
のカミま゜　　　　間法にがし減れ○
は総す桑　　　　 をな付高てつよ度絡て゜の　　　　　取どき過是てり漫
てそ邸生　　　　 りにまぎよ居温り
無れち長　　　　ま依しるりり度で
機は窒に　　　　すってともまのあ　　　　　　　　　　　も化無素は　　　　　かては早温す高り
合機燐養　　　　 らも温く度゜いま
物の酸分　　　　設逮度磯が從三需

一186－一



？yと研的學環生の検歩桑　　・　巳

後の　るすく資のに胞なでにギ酸に
｛申所今場る」iと各使のb、あ依1素限
長に養合爲第し器は原そりつををり
し貯分郎ににて實れ形れまて借1呼ま
た藏のち此生用昏る質か需有りi’L’・，％
魯さ貯’鹸養長ゐ組かをら　機て』
桑れ藏剰分すら織廓作根其養同此そ
のまさのがるれのちるか澱分化淡れ
條する生用巽る細同とら粉にし素か
で゜xじゐ生゜胞化云吸は攣てとら
あ是場たら長第は養ふひ細り有根桑
り　は　祈場　れ　の　こ皆分　順　上胞　ま　機　か　は

享1続倉季轟笙籍霜鷺管歪％馨農菱
として於゜に長し途なれ存炭とひに
面て申て斯供のでにりたす素な上於
示澱しは様せ爲居就ま物る同しげて
ヌi粉まそにらにるてす質化化また室
月にすれしれ用゜申゜と糖作充所氣
の就とをてるゐ生上次化素用　の中
1［義蓼譲籍Eiえ孕冥ttr宅i羅留縫婁
日べ場致及ちまるすのてヂ果今養越
援秀食曇茎葦％振壼誓ζ夏崇轟室燕
一ではす長或桑養一生ノタる機をを
尺あ藁゜には樹分は産酸1物養葉吸
力、りで　用根はが生さをゼ質分緑入
一ま田　ゐ先輩必活れ作のので粒し
尺す來　 らのに要のたb、力中あの夙
五がた　れ伸生で爲有3ζにでつ中其
寸春養　 て長活あに機蛋依最たに中
位切分　爾のしる用養白．つもも於か
袈留蔭暴婁患』を往讐藩響象塗長
葉春る　分董るれれど作解な桑日素
腋嚢と　にやぼでまうり、しもの光を
に芽舞　 鯨根か其す曇逮ての葉の固
小前一　裕のり生゜ふに砂はの干定
さ伐に　 の肥で活桑方は糖澱働不し
な探芽　あ大なの樹面細と粉きルて
＿＿ P87一



集演講學科縣懲

出申周最來に　　　　＿　　　　 腋

てに圃もまな　　　圖　二　第　　　芽

驕饗饗　粉灘駒騰購　ll

髄在か藏でて
線しら場釜盛
　　　　　　　でな第所kんff

ま髄皮げさ化
すの暦まれ作
カミ周部す置用
其園でと＋を
制P，笙謄
に髄まは日ま
も界す芽にす七
多部゜のなか塁
最に尚基りら日
には條部ま同
入澱の第す化
つ粉横二と澱
　　　　もてが噺は殆粉
居多面髄どがLj
り蟄にの最非　　　昌ハロイ　　　ま

れ是すがしに　　　　　　　　　 か

かかと．髄iまな　　　　　　　　　　ら
らら中線すっ生そも澗そと基なて段導輻央及　゜て長れ貯風れ澤部り七k
管射のび今來しか藏のか山にま月と
の歌所木之ててらさ所らに澱すの桑附には質に藻葉更れ禮尚な粉と三が
近周髄導Jme裕がにま界ほりが庇日成
に團iT：管てが澤桑す遜髄ます芽頃長
もに此の其出山が゜にのすつのにし
　　　　　　　　　　　o

一一 P88　＿



究研的學哩生の樹桑

　　場粉組で間し弱る斜な　使活つ條存　　所を織飾をまい゜にけ斯つ力てに在
　　は楡がの淺すかそ削れ様てに居於し　　第べ速所さ゜られりばに生富まけて
　　一てかでぬそ段かまな節長んする居
　　が見に切やれ々らすらのしでが澱る　　皮ま而つうか枯又゜ぬ所ま居就粉゜
　　暦すもてにられ削若゜はすり中の3く
　　でと完置す下込るし帥活゜ま最琳條
　　あ根全きる端，ん斜節ち力　すも藏の　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

o

　　りはにま　ので面間接に　　顯場周
　　ま中出す節方來をを木當　桑著所園
，　　す央來と聞もま逆飴のん　のなとの
　　゜にる琵の同すにり穗で　挿のし皮
　　條木゜庭所じ゜し長を居　木はて暦
　　に質從ははで故てく切り　を冬はの　　　　　　　　　も　　於がっ活勢すに芽残るま　し芽今所
　　　　　　　o　　てあて力力　穂のし場す　ての申に
　　はつ活にが下の反て合か　見基上も
　　皮て漕富弱端上謝置にら　ま部げ矢　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ぬ

　　暦周しんいも端のくは挿　すで潅張　　　　　　　　　　　N　　は團易でか矢を側と芽木　とあ通り　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　
セ

　　薄にい居ら張切を此のを　根り集多
　　い厚のる其りる長所養す　のま髄蚤
　　けいでか塵節にくは分る　出す部に　　　　　　　　　　　　　　　o　　れ皮あらかをは伸筋のに　る　は入　　　　　り　　ど暦り肉ら淺必ぱい存も　所随別つ
　　もがま上枯しすしか在接　 はっとて
　　根あすりれて節てらす木　必てし屠　　にり　゜が込其の置直るを　 す此てり
　　於まそ非む直直くき所す　節部殆ま
　　てすれ常虞下上とにをる　の分どす　　はがかにれでを夷上上に　所EP條゜
　　皮養ら宜が切削張か端も　でちの斯　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　る　　暦分次しあb．るりらに必　根節各う
　　がのにいり決と此枯しす　 はの組云
　　非貯根゜まし云方れて之　貯所織ふ
　　常藏の帥すてふが込共に　 藏は全課　　に　さ　貯　ち　゜長・風勢　ん　直　注　　養非部で

　　厚れ藏癒そくに力で上，意　 分常に桑
　　く、る澱合れ節致が來をし　をに瓦の
一189－＿



集演講離科縣獄

　　　圖　　　四　．　第

線曲侵生るよに位部の條枝るけ於に桑用翼潔
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究研的學理生の樹桑

が生上れつ二部けて郡三　 れ養
一一一一 ｷ部かて十其る≡其ti株次て分
番がそら來四次各目部をにそを
生遥れpF・て日が部方下選春れ貯D．　A
長・れか部居頃中のをかん慧か藏　

’

がてらボリに部芽量らで用らす申先旺居旦部まなゼのリユざ桑次る馨犠
盛り3とすりれ獲そ3うのににも新vaまの云゜まか育れのし生木極の ﾉ
なす所ふ次すら歌に位て長質め　生
＄菱嘉蓉呉宝講窪磐撃舞暑自這戴
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究研的撃澱生の樹桑

てな山のな多時すて何様す未がま
違い貯二る量生力1行なが゜ h他す次
ひかつ＋との長其9る能ep澱の、と．は
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集演講畢科緯獄
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究研的學理生の樹桑
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集演講學’科練TX
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’究研的學理生の樹桑
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現＋がのてが藏は方さのじPtらふ同
象日減と居根養根にれ方ま後其謁じ
で迄る同りの分の用たをす十爲か様
diにのじま方がreゐも見か月に主な
長はで理すへ最藏らのま6の澱x歌
の最す由゜下小澱れがす速十粉ふ況
肇壼』霧票讐謄誓象森轟奮晶蓄嘉毒
のにれb又て減非らvaの貯va費につ
頃蓮かま九貯す常段入貯藏なさ述て
にすらし月藏るにkっ藏さつれぺ居
はるrtてのさ時減減て澱れててたり
貯と後其初般でじつ居班て生今通ま
藏X生頃め段あててるは條長まり、玄
澱ふ長生vakり居來の最のがで此力こ
粉謳が長なとまりまで初中X貯頃九
がで鈍がる増すますあ苗にヘへは月
少あく盛とし゜す゜り木もまて丁始
くりなん其てそ゜さまをそすあ度に
誉享を｛馨嚢1留z1暮象農婁誇肇
星゜同るが’すら薪て所けす大の生と
長右時か急゜後梢六がたつ撰が曇急
がのにら激さはが月生當と張大がに
衰如再翼にう又一の長時増をい盛共
へくび生減し葉尺＋のはし途にん慧
て生澱長じてに位日ue最一くげ減にが
來長粉のて八於に頃む大最たじな少
ると量爲居月てなEPに量大葉てつく
と澱がにりの新つち從で量で來たな
譲欝磐霧皇嵩を蒔籍ぞ留垂誉丞竪宅

＿199一



　　　　　　　　ああし是依・　に示澱
　　　　　　　　bってはっ尚澱す粉
七六五四三二』　 また下去て澱く事が

二＋†＋一＋　ma　fi一庭が粉の要、まる
回日陥日日2別　箏R，灘票塞＄充禦
〃〃〃〃〃摘摘　　 る黛の薯は゜帥明
　曜　葉9　雲魏璽．ヒ鍵差奪
　　　　　　　　に楚に影と　長あ
　　　　　　　　し所i参響大　のり
　　　　，　摘　 たをりをV・　盛ま
聖叢『異甕遷鍵糞鰻壽凄
　　　　　　　　「りし時す致　 にい
　　　　　　寒’　また本が’し　はて
三突竺薫三鍵1巽蒙金孕掌麗
，ll三三t西6圭露　　是時業時’°　葉の
　　　　　　）　 は示生期而　が充
　　　　　　　　葉さののし　充實
　　　　　　馨　をれ貞鋼て　實と

　　　　　　　　と績君一期　い矢
　　　　　　　　回中なっ1蓬・　°張
　、　　　、　’数に翌の輿丁此り
　　　　　　　　に遊が例部　 こ．正

　：　　1　：　　　關だ親を位　 と反
　　　　　　　　す面切學等　 を劃
　　　　　　　　る白にげの　 能の
　　　　　　　　・もしへ・もま關　 く傾
㌧・llll－・　［．壌象欝∫危藷塞

、－ Q00　一



究研的學理生の樹桑
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集演講學科懸麗
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究研1杓離理生の樹桑
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　ているる夏たしこよ時萎は於がて作
　して事か秋のてとPl期縮寒て千色緑
　まはがらのでかでもに病枯葉六々肥
　っ逮肝盃牧あらあ甚於にのを百注の
　てes要然穫つ萎りして大問探年意栽
　骨ので探量で縮まい葉な題れ前が培
　誓鵠集畠蔑饗察究察羨晶£穫竃葦肇
　損をのとる怪非初あり係りをやてi
　の成や云べし常めり養のま損んあUt
　草すうふくむににま分あ窯じとりふ
　鍋芸罐毫寳髭㌘養％暑宝犀籍蜜警2
　儲ふ無はならなまさ積云度をてカミも
　けこ暗出けなつしうをふは増あ其力
　ととと來れいたたし妨こ萎すり中を
　云に葉なぱこ゜やてげと縮とまに入
　ふなをいなとそう之まは病云究斯れ
　こつ探がらでれにがす誰のふ　 うて
　とてるぞぬあは義爲ζも方eそ云書
　に一これ゜b帥國に桑知面とれふい
　な生とを併まちにXがつかSは文て
　ら懸は適しす秣於縮非てらよ雫璽あ
　な命結當桑゜葉て病常居Xく壌がり
　’いに局にをそを明をにりへ符のあま
　や桑萎考栽れ澤治多身身まて合試ゑ需
　　うを縮慮培で山二くつす見す験＿
　に作病致す萎探十すてカミまるで秋そ
　注りをしる縮る年る來矢しの読多クれ
　意xe増ての病か前とる張てで明探。か
　　しをし牧はをら後去のりも、あし則；ら
　な飼て穫葉豫其かふで九葉りま輝ス又
　　けつ．桑法を防結らこ其月をまし隼ヲ桑
t凝籍撃髭讐￥饗穀註蔑星蓼1蓋留復
　　な局荒ての5し慧理は長と　り斯穫
　　らxe魔特がとて飼論其のX　九三法
　　ぬをせに目思當育上後盛ふ　 月asな
　　ご腐し研的つ然が明にんこ　上ふど
　　一，＿＿一一　ze3　一



集演講學科継慧

早屡簗獲喜箕讐筆藷唇義畢奮孕麩崇
禦無as八側張てた゜なぱを宜がらま
t‘’』は月枝り來り、芽つ木探い然先す
＿讐十上悉黄ま長をてをるからi刻゜
Q＿月句皆木亥い摘來躬のとば申
四匝上にとを其胡ままらで串貯上
爆の旬梢をす時瓜なすせあし藏げ
九八生頭曹つ期がい゜貯りま養ま
月月es及除とや生で胡藏ます分し
上上ふびし同寸つ置瓜養すととた
くE．旬具側たじ法たけや分か窮多が
蚕に合枝の様のりぱ茄をら一く歪
一摘にをでに問し徐子減摘はし長1
｛ん分「gあ濃題まな或じ葉摘葉と
一だけ除り育にすもはまと心を貯
蘂もてkまさ就゜の西す似で充藏
斉寮璽箋％芸譲詫妻欝ぴ諜雪誓馨
下梢た匠第や色とら瓜れなませと、
禦頭のは一うk同ぬなど事す其の
がので八のに試じ゜ども柄゜品關
五葉あ月標栽験や摘を描で摘質係．
qとり下準増もう心栽心あ心潅は、
八側ま旬匿Uあにし培をりは良丁
奥枝亥第は夫り桑ですすま芽・・〈度
十のカこ四手Aまに横るれす先さ反
E－1藥共waをのす於枝場ばがをせW
上と時は燭時がてを合反共摘るの
旬を摘九れ期私も出に封結む、爲傾
が合心月すに・が適す必に果のに向
四しし上仲於大當とす木はではを，
写IIIた旬ばて正に初摘が非あど示
五謝芽鋸す梢九摘め心充常っうし
／4一藥五だ頭年心てを實にてXて
斯魅の匿け蚕にす大しし逮矢ふ唐’
う一分は伸長やれきな葉ひ張方る
云Q量九ぱのつばなけがまり法の
ふ九は月し四た葉茄れ非充一をで

一一
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究研的學理生の樹桑

十て芽宏出　　　　　　　　　　　具一來せふて　　　　圏八第　　　　合
　　　　も昊噂翫　 響影すぼ及瞳根が輸摘　揺
に然月でが　　　5CLS　　　　　　　心

、　　　　　　 、

っし梢にな　43’543’5　　　　　　摘

方全摘し出　　毒151iG毒輩　　　は
をくむたて　　　　　　　　　　 葉

　　　　b量腋ともそた月七て出腋摘す壷る腋　　　　　　　　v　　　　 J　　　　　　　　
くぴ

つ芽直のれも下匁゜ま芽心とを　かてがぐはがの旬ぞ其すがし八調其ら
其出再Ath　Qはにれ目一こ二7e月ぺ腋腋
根ま磯く九十・摘か方株十も上て芽芽
のせ芽再匁三心らがに二の旬見のが分穐し爽と本し八不付本はにま分毘
一205－一一一



集演講學科棘獄

根でか結分と所る方にはを根も五盤
のもら果量増が頃をな偶勢のの七を
量矢其ではし再に櫓つ然つ口が奥比
が張摘あ多て膿於して九て方二其較
減り心りく來芽てて摘月葉が八次し
つ摘のまなるがは來心下を四九にて
て心時しるの出再るし旬探三匁八見　　　　　　　　o　　　　　　　　　．來す期てけでな磯　 たのつ五で月ま　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

るれは避れあく芽そももだ匁大上す
のば今藏どりなをれののもで艘旬と　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は下申養もまる伸は帥との標にに條
當葉し分根すとばどち同S準於摘の
撚がたをの゜藁すう側じ方彊てん方
で充通増分標が爲云枝数がよ八だは
あ實りし量準遇にふの量根り月も摘
りし側ては匿っ養課方でのも下の心　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナ
まま枝木dLはた分かかあ目優旬がの
すすのを月芽同をとらり方っよ二寸゜° o充下先化費云言まがてり五法
斯併な實旬が養亥ふふす多居も八が
うしくさ以イ申分そ8．とカミくる幾奥違
鴛再なせ後びがれ直腋斯な゜ら八つ
ふ畿つる摘る全でぐ芽うつ帥か月て
諜芽た爲心の部あ読の云てち良下居
でを頃にので根る明出ふ居葉く旬るぬ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ

苗伸がはも仲のかのな課るをなにか木ば宜摘のび方らつくで゜企つ摘ら．
なすい’心にるへ根くな逓十くてん現
ど爲諜が劣方途の窮っく月探居だ．し
ににで最るへら方でたな上らるもま
就養すもの養れへあ・時つ旬な゜のせ
て分が効で分るはり期てのい所がぬ
’はを側果あがか養まに詰ももが二が
其費枝がり費ら分ず摘りのの九四標のすのあまさ根が゜心生もよ月六準
葉か出りすれの籐即す長四り下匁慨　　　　o　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　

s

をらるま　る分りちれが二は旬九に
摘そ夏す斯か量行側ば止五i却に月於
むれの゜うらがか枝根ま匁っな上て
のだ時そ云條すなののるで，てる旬は
はけ期れふのっ松出N頃是頭との三
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究研的鰹i雌坐の樹i桑
．PtPt・・1”’”一゜”““’t”th－－”－m”’一“

云にはて桑　か　　　　のはす　tt無
ひ就重ざの從ら今　　　 で當れ我論
薯E舞乞萎餐箋窪　 薔馨醤蓋禦

人確事て分質さ第　　　 盤あ杢懸あ
はとにそ析にれ三　　　 綜りが業り

物てり少て主だ移　　　れ貸くは木

常いぬ云質てなし　質　ζはての實

であまか物係あと　分　 ひ木磯嚴爲
ありだら階のり水　　　まを育禁に
途孕1養簸畜髭禽　 1身昊葛鴇
謹自；書雲犠奮な膿　　蕊葉墾塞
てち少k維論いで　　　　　こ及居を
居或しす友ぜ問あ　　　　とぼ党行
りる喬る分ら題り　　　　にし　ふ
ま人ひと求れでま　・　　　なま是貧
吝儀響至盆乙脅1　　ゑ＄審餐
れ白る風鼓でま此　　　　 ら墜然し
ど質かでふあす葉　　　　 之摘でい
もがもあ具り゜質　　　　を葉あ豊
棄非知り合ま　問　　　　 行をりas
し常りまにす　題　　　　 ふ禁まふ
てにまし養゜　は　　　　事すしこ
ど薫ぜた分帥近　　はる質との要ぬがをち　頃　　　　 差と苗に
位でが蕪並化　特　　　　 支云木な
編象1撃妻讐募　　蒙奮薦党
合と之れしが　 々　　　　　，いと葉

＿207－一



集演講學科i隊i齪

　合常軟依は從云に織ふ　 につてに
第でにをつ出つkは維問そはて居含
三あ軟以て來てす殆の題れ決左らま
はりかて葉る繊るん少でか定になれ
嗜まい滋の課維とどいあらし其い差
好すけ養品での云何のり第難結やも
關かれの質葉分ふ等はま二b果うの
係らど有を質量こ關軟すはとをでが
で是も無間をがと係かカ1葉思照あ最
あで非鴻接知増はのい是のふしりも
り以常化にる加梢なのは硬の合ま鑓
まてにの判一致kいで主軟でせすの
す葉不良断つし無もあと關あ相゜螢
゜質消否すのま理のりし係り比是養
同を化等る方すのでまてでま較はに
じ絶物をと便かやあす織あすしど適
桑謝で刹云とらうIP　°維り゜てうし　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ
でにあ定ふな此にまfh’のま　さし其
も極るす一る織思すで分す　 うて結品め゜るつ課維は゜此量゜　しも果
種る鰹とのでのれそ織に帥　℃化が
にと節と目あ分まれ維依ち　結墨好
依云はは安）1量すでなる葉・論分い
っふ非間にまに゜あるのの　を析か
てこ常蓮すす依併る恵で硬　下とと
翻とにひる゜つしかのあい　だ同云
のは硬のこEPて葉らはりの　 す時ふ，
好出b元とち他の繊元まが　 とにご　　　　　　　　　　　　　　　カき來けでは葉の生維來し宜　云他と
なまれす出の成長の不てい　ふのに
’桑せど゜來張分に多消夫か　風方就
　　　　　　　　　　　　もとんも早ま靱を從少化儂軟　 な面て
そ゜泊いせ性窺っを物織か　このは
れ　化話うなひて以で維い　 と諸ま程　　がが　゜ど知或てあのの　　で種だ
好　良萄がをるは直つ多が　 なな興
か　い菰併測と葉ちてい宜　 くる結
な　となしる云のに獄のい　で試論
い　云ど軍こふ威簗のがか　は験に
桑　ふはにとこ熟質欝硬と　實を達
と　具非硬にとにを養く云　際やし

一＿ Q08－一



究研的學理生の樹桑

きへ法果　適帥すしに桑かで飼どあ
まてでを第さちとた似なら私料はり
す初是見四V・鼠鶴結たど詳のに憲ま
とめはるは食輝凪果鶯のし所適の需
或か最こ飼下十島に早様いで當嗜
るらもと育量丈之依生におもと好是
桑絡根邑σ關は字内りな輩話去認には
をり本ち係常EJi夷まどのは年め適桑
興ま的繭でに良葉すも裏致とるしの
へでのをあ少鼠と必矢にし今とま晶
た一方具りい返カミ最張澤ま年云せ種
も檬法或まのと共もり山せ之ふ発ぱ
のなではすで云外好慧毛ぬに見　か
は歌あ其゜あふ遠結ののカ1就方此り
経況り懸之りも州果嗜生箪てで嗜で
過にまのにまの高を好えに試あ好な
が飼す品就すで助現にて其瞼り關く
非育゜質て゜あなす適居結をま係桑
常す併まの試りどのしる果ししにの
にるしで試験まもはなもをて置依｛
早こ其櫨験のしさ由いの綜貰是つ育
くと試査唾結環う桑もは合つはて歌
なは駿し實果其で系の鑓すて飴潔態
っ殆がて際大かあ統ではる其程のに
てどなさ獄盟らりのあ嫌嗣結面能依
來不かうを以魯まもるつ桑果白くつ
を晶く与磐去秦発零巽轟援／：＄隻奄

浅で難桑て様統其あで常つて柄る違
るあかの色なのにり澤にて居でもぴ
桑るし晶k結も次ま山食非りあのま
は゜い質な論のいすのひ常まるがし
維初のを桑をはで゜桑方にすや鎧て
過めで決を得概は山のが好力1うの老
がか客定獄たし白桑種悪き今に賛硬
非ら種すに課て桑系類い嫌は思養に
常食のる與で慧系統に゜ぴ時はに失
には桑とへあの統と就其が間れ適し
逓せ葉云てり嗜の云てかあがました
れてをふ其ま好もひ試らりなす翻葉
て行與方結すにのま瞼之宅い゜のな
　　　　　O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

一　・209　一一一



集演講學科縣獄

　とす深ど桑其なは概け居際早其來そが゜くはの頃る飼威れり桑生逓る
れ必だ入根方にと育績どまののい゜
か要かつががな山のがもす品方品そ
らでらで淺結る桑成好大が種が種れ
　　　　　　　　　　　も第あ魯居い果と系績い艦其比良とで
五り桑つかが魯統が゜に域較くを温
峻まもてら好桑の悪而於績試な同度
私す満早早いはもいしては験つ時漁
が゜更害魑と何の゜て矢非はてに度
特　捨をにと時はけ白張常中來用の
に　 てi蒙かが迄葉れi桑りにkるひ歌
申　たるS多もがど系嗜運難して態　　　　　　　　　　　　　う上もこりい伸硬も統好kか晩飼が
げのと易のび化是の關にし生育違
や　でがくでるしはも係ないにすつう　は少藁あも百年のとつ゜適れて
と　ないがりの桑にが同て近すばし
思　い゜皆まで系依そじ居來る當ま
ふ　゜そ乾1あ統つれ様つ各時然ふ
水でれ枯りのてになて試期結か　　　　　　　　　　　も牙　あでらそまも非次傾ま駒に果ら
關　り早’ぴれすの常い向だ場飼が其
係　ま魑てかか商にでを決にへ逮結
で　すのしららそ違居示定於ばっ果
あ　か年ま早其れひるし的て早てがり　昏にひ魑特に或゜てに之生來違，
ま　是はまの長i次はそ居其にがるつ
す　等魯す年をい時れる結就悪゜て
゜　を桑゜な嚢で期か゜mてく皐來
水　適の然ど揮葉にら帥が可な生ま
分　宜方るにしの依魯ち纒なつにす
ぱ　按がに於て質つ桑山まりて適゜
葉　排結魯て晩がて系桑っ澤來す叉
のし果桑は秋悪違統系て山るる螢
残　てがは山麗くふの統居のと時芽分　　栽良Pt桑にな　゜ものり成云期の
の　培くつや於り晩のもま績ふに早
一　すなと白てま秋はのせが課飼い
で　るり根桑はす獄大がぬ出でへ桑あ　 とまがな魯カミに概大゜て實ばと

一210一



究研的學理生の樹桑

か一一・一成いさまれ飼時　 るそ山けi醒り
ら頭分となすそ育に桑のれ羊ればま
水も帥云ど゜れし私葉ででなどかす
で上ちふはそかまののあ此ど覧り茶
潤族i蛋駅標れらす所水り水が慧食特
ほせ白況準か減とで分ま分其はべに
しす質で匠ら獄其試とすの例桑て戴
て甲衰あの葉歩結験ec°關での外に
簿婆充呈雰衆象曇蕊寮讐％謹編婆
與皆合すの分非齢た育　依獄かは改
へ縫物゜一を常のもと　つはり何め
るれ等そ位五に批のの　て別食もて
とてのれで割多慧で關　・獄ecつ食鋸
獄し含か減減くがあ係　の水てはげ
はま量ら難じな普りに　螢を水なる
そふが水歩たる通ま就　 養飲をい必
れ・全分合も゜のすて　がま飲゜嬰
をそくのがのぞ翻゜白　 左なま我が
馨麩讐翁輩羅墾訓嚢套挨盗姦薯
く衆£姦霧窒畠宅詫窯慧皐，1墜陰
食割つじくぴのとに験　 しのを食あ
べのてたな方質小依を　一（．葉飲べP
ま水竜もつがもされ見　共のまたま
す分慰の双非悪く嘆ま　獲水なり需
』姦茎暴撃箆森黎霧1璽盆輸娑xs
羅皇翻1讐羨轟君薯【霧繁懊磐尭
か通はらも゜っで水是　 にり外た來
差藻奮く象讐憲萱璽莞髪綴！［i羨器
もし゜にほてく経三本　 をしあを性
のた從乾ん其な過割校　 來てり飲で
をもつくの獄るが滅に　す居まんあ
フkのての僅腿の非じ居　　こるすだつ
でで其でしので常てら　と課゜りて
濯養警培覆杏セ握讐紮器．tri輩竃書
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集演講學科罧穰

磐鷲　　育焚の臆・分水の縣　　童

績畿よ　　　　下　　第　第　上　　し
を育り　　　水　もぜ永三水二標　　 て

＿－
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究研的愚理生の樹桑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　來
　　　　　　　　　　　　　　　　　桑な
　　　　　　　　　　　　　　　　　の　い
ユ3121110987654321　　　　葉と
九改廣me柳小島赤鶴根大鶯毛　　　　の云
　　　　　　　　　小　　　　　　　　含ふ紋艮東州 @の　屋　早　　　　水・
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究研的墨理生の樹桑
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究研的學理生の樹桑
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究研的賜理生の樹桑
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集演講學科繰獄
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究研的學理生の樹桑
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